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１．　研究実施の概要

　物質を構成する分子は光や熱などの外部刺激によって、そのエネルギー状態は励起する。

この励起した分子は非常に活性であるので、反応して新たな分子を作り、様々な物理的性

質を示すことになる。現代の物質科学は分子の励起状態の性質の研究と言って過言ではな

い。この励起状態の性質を解明する上でもっとも重要な要因となるのは、基底状態とは異

なる励起状態の構造である。これまで数多くの実験手段を駆使して励起状態の構造が研究

されてきたが、励起状態のエネルギーを測定して、エネルギー状態からその構造を推定し

たものであって、決して励起状態の構造そのものを直接観察したものではない。直接観察

するにはＸ線を利用した回折法によらなければならないが、励起状態は一般には短寿命で

あることや励起している分子の数が少

ないことのために実験的には非常に困

難であった。

　本研究では、図に示すように、２つの

方向から励起構造の解明を目指した。第

一の目標は、これまでのＸ線検出器とは

全く異なるガス増幅型の新しい二次元

検出器、MSGC (Micro Strip Gas Chamber)

を開発して、測定感度と測定精度を画期

的に向上させた迅速回折装置を開発す

ること、この装置を放射光実験施設

SPring-8 で強力なＸ線源を使用して回

折データを収集することで、わずかに生

成する励起構造を精密に解析する方法

を開発するという実験手段の確立する

ことが一つの目標である。第二の目標は、

長寿命の励起状態を示す分子を探索し

て構造解析に持ち込む条件を探すこと

であり、この２つの目標を達成できれば、励起構造の本質が理解できることになり、物質

研究の新たな展開が可能になると提案した。

　このような研究を具体的に進めるために５つのグループを構成した。すなわち、（１）迅

速Ｘ線解析のために新たに二次元検出器 MSGCを開発する東工大谷森達助教授（現京都大学

教授）を中心とするグループ、（２）SPring-8で放射光を使って迅速解析を準備する姫工大

鳥海教授を中心とするグループ、（３）励起構造を解析するための方法論を開発する名工大

田中清明教授を中心とするグループ、（４）比較的安定な励起分子を探索する東工大海津教

授を中心とするグループ、（５）これらのグループを統括し、実際に励起構造の解明を目指



す東工大大橋教授のグループである。これらの５つのグループが協力して、これまでに例

の無い励起構造を実際に解析するという目標に向かって研究をスタートさせた。

　第一の測定装置の開発では、全く新しい MSGCの開発に平行して、不安定分子や励起分子

の探索のために、これまで使われてきた４軸回折装置に代わる迅速回折装置として、新た

に回折装置 R-AXIS RAPID を開発した。従来の回折装置に比べて２桁近い時間短縮となり、

不安定構造の解析や励起構造の解析に威力を発揮した。この装置は新世代の汎用回折装置

として理学電機から市販され、国内ではすでに70 台以上納入されている。そして新たな二

次元検出器 MSGC を開発にも成功し、実際に約２秒で構造解析することができた。この MSGC

の放電破壊という弱点のために長時間使用は困難であったため、この点を改良した、MPGC

(Micro Pixel Gas Counter)も開発し、回折装置では画期的な進歩が見られた。放射光施設

SPring-8 では、極低温真空カメラを BL02B2 ビームラインに設置し、汎用微小結晶回折装置

を BL04B02 ビームラインに設置した。これらを使って放射光での実験を可能にし、すでに 6

×6×33 mm の微小な錯体結晶の解析に成功した。さらに MSGC を使って実際に構造解析を

試みた。未だＸ線の安定度やマシンタイムが限られているために放射光では十分な結果は

得られていないが、250 ミリ秒での解析を可能にした。実験時間の増加とともに通常の分子

でも、その励起構造の解析が可能になるであろう。

　R-AXIS RAPID と CCD カメラを搭載した回折装置を使って、準安定構造や不安定構造から

励起構造の解析を目指した研究を進展させた。（１）可逆的な色変化を示すサリチリデンア

ニリン結晶の準安定な着色体の分子構造（これまで長年に亘ってその構造が議論されてき

た）を決定した。（２）ルテニウムニトロシル錯体は光照射によって寿命の長い準安定状態

が生成することが分光学データから明らかにされていたが、ルテニウムに結合したニトロ

シル基が(Ru-NO)から(Ru-ON)へと結合の組み替えを起こしているためであることを見いだ

した。（３）高分子ラジカル重合開始剤として使用されてきたヘキサアリールビイミダゾー

ル (HABI) 類は光照射により、非常に活性で不安定な HABI ラジカルを生成する。この単結

晶に低温下で光照射を行いながＸ線回折データを収集して活性ラジカルの構造解析に成功

した。（４）さらに反応性に富んだ不安定な三重項カルベンとニトレンを取り上げた。ジフ

ェニルジアゾメタンの結晶に可視光を80K で照 射しながら X線回折データを収集して三重

項カルベンを初めて観測することに成功 した。さらに芳香族アジド化合物の結晶からは光

照射で脱離した窒素分子とニトレン分子の構造が見つけられた。低温下で光反応させなが

ら結晶解析するという方法によって、不安定活性種の構造解析が可能になった。（５）これ

らの不安定構造の解析の手法を使って比較的安定な励起状態として知られる白金錯体の励

起構造に挑戦した。この錯体は２個の白金原子を４個のホスフォン酸で架橋した白金錯イ

オンであるが、可視光照射で励起して白金ー白金結合距離が短くなると予想されていた。

この結晶にキセノン光を照射しながら回折データを集めて構造解析を行ったところ、得ら

れた構造は Pt-Pt 間距離が照射前に比べて有意に減少しており、光照射を止めると可逆的



に戻ることが判明した。励起構造を解析する道筋は明らかになった。

　MSGC を開発して、放射光で分子の励起構造の解明するという当初の目標までは到達でき

なかったが、主要な部分は達成しているので、１，２年内にも目標が達成できると確信し

ている。図に示すように。今後の５年程度のうちに、放射光を利用したデータ測定の方法

論を確立し、さらに精密解析法を開発すれば、さらに広範な結晶で励起構造の解析が可能

となるであろう。また MSGC あるいは MPGC をＸ線だけでなく、中性子や γ 線などにも適用

範囲を広げることや、MSGC や MPGC を構造解析の検出器とするだけでなく、迅速画像処理装

置として応用すれば、医療用や工業用に発展させることもできるであろう。その成果は計

り知れない進歩をもたらしてくれると確信している。すでにこの方向での研究・開発も進

められている。

谷森グループ

　迅速にＸ線回折データを測定するために、新たに 10 cm x 10 cm の検出面積の検出器、

MSGC、の開発を行った。実際に製作して性能を調べると放電破壊を起こすという欠点が判

明した。そこで中間ガス増幅器としてキャピラー電極を考案して MSGC に実装した。大橋グ

ループと協力してこの MSGC を４軸回折装置のシンチレーションカウンターの代りに搭載し

て限界速度でデータ収集したところ、２秒で全データ収集できた。SPring-8 の放射光を使

って測定を試みたところ、250ミリ秒で全データを集めることができた。最近、放電破壊を

起こさない検出器として、微小なガスカウンターを寄せ集めた検出器、MPGC (Micro Pixel

Gas Counter)、を開発した。

鳥海グループ

　単結晶Ｘ線解析法を用いて励起分子の構造を決定するには、光励起に伴う微小な構造変

化を極低温で観測できる高感度なＸ線回折装置の開発と方法論の改良、および極微小結晶

を用いた構造解析を可能とする放射光の利用が重要である。そのためにイメージングプレ

ートを検出器とした低バックグラウンド型極低温真空Ｘ線カメラを開発した。この装置を

SPring-8 の BL02B2 のビームラインに置いて実際にデータ収集を行った。その結果、6×6

×33 mm の微小な錯体結晶の解析に成功した。大橋グループと協力して、BL04B2 のビーム

ラインに波長の短いＸ線での回折装置を製作し、重原子を含む結晶の精密解析を目指して

いる。

田中グループ

　結晶内の数少ない励起分子の構造を解明するには、現在の測定精度をはるかに上回る精

密解析法を確立することも必要である。「解析の信頼度因子が１％から０．１％へ」を研究

目標として、測定法・系統誤差の補正法・解析法の抜本的な改良を行った。

海津グループ

　比較的安定で長寿命の励起状態として知られる白金錯体の励起構造に挑戦した。この錯



体は２個の白金原子を４個のホスフォン酸で架橋した白金錯イオン、[Pt2(P2O5H)4]
4-、であ

り、可視光照射で励起して白金ー白金結合距離が短くなると予想されていた。この結晶に

キセノン光を照射しながら粉末回折データを測定したところ、照射前後で格子定数の変化

を示して回折角の可逆的な変化を観測した。

大橋グループ

　長寿命の励起構造を示す結晶を探索するため、２時間程度でデータが収集できる迅速回

折装置を理学電機株式会社との共同で開発した。この装置は「R-AXIS RAPID」の商品名で

市販され、国内ではすでに 70 台以上納入されている。DIP-LABO による SPring-8 での実験

を始めている。この装置と CCD カメラを搭載した回折装置を使って、準安定構造や不安定

構造から励起構造の解析を目指した研究を進展させた。（１）可逆的な色変化を示すサリチ

リデンアニリン結晶の準安定な着色体の分子構造（これまで長年に亘ってその構造が議論

されてきた）を決定した。（２）ルテニウムニトロシル錯体結晶中で、光照射によって

(Ru-NO)から(Ru-ON)へと結合の組み替えを見いだした。（３）ヘキサアリールビイミダゾー

ル (HABI) 類は光照射により生成するラジカルの構造解析をした。（４）反応性に富んだ不

安定な三重項カルベンとニトレンの構造を解析した。低温下で光反応させながら結晶解析

するという方法によって不安定活性種の構造解析法を確立した。この手法を使って海津グ

ループで研究された白金錯体の結晶にキセノン光を照射しながら回折データを集めて構造

解析を行った。得られた構造は Pt-Pt 間距離が照射前に比べて有意に減少しており、光照

射を止めると可逆的に戻り、励起構造を観察していることが明らかになった。
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Yoshiki Ohgo, Yuji Ohashi, Mitsuru Shida, Meiko Hagiwara, Yoshifusa Arai, Seiji Takeuchi and
Yoshiaki Ohgo; Acta Cryst. E57, m62 (2001)

42) Direct Observation of Steric Hindrance in the Process of Photoisomerization of Cobaloxime Complexes
Yuji Ohashi, Goichi Iketani and Hidehiro Uekusa; Mol. Cryst. Liq. Cryst., 356, 53-60 (2001).

43) The Role of Hydrogen Bond and crystal Solvent in the Solid-state (β-α) Photoisomerization of Novel 2-
(N-Phenylcarbamoyl)ethyl Cobaloxime Complexes

Yoshilki Ohgo, Yuji Ohashi, Meiko Hagiwara Mitsuru Shida, Yoshifusa Arai, Seuji Takeuchi and
Yoshiaki Ohgo; Supramol. Chem. 13, 25-34 (2001)

44) Single Crystal Neutron Diffraction Study of the 3-2-1 Two-Step Photoisomerization of 3-Cyanopropyl 　



Cobaloxime Complex
Takashi Ohhara, Hidehiro Uekusa, Tomoji Ozeki, Yuji Ohashi, Ichiro Tanaka and Nobuo Niimura
J. Phys. Soc. Jpn., 70, Suppl. A, 377-379 (2001)

45) Analysis of Crystalline-State Photo-Racemization of a Cobaloxime Complex Containing Bulky Substituents
Hiroyuki Imura, Takashi Ohhara, Hidehiro Uekusa, Tomoji Ozeki, Yuji Ohashi, Ichiro Tanaka
and Nobuo Niimura; J. Phys. Soc. Jpn., 70, Suppl. A, 380-382 (2001)

46) 結晶の分子の反応を見る　「固体分子も動き、化学反応を起こす」
　　　大橋裕二、第１２回「大学と科学」公開シンポジウム組織委員会、24-36　(1998)
47) 結晶構造解析の進歩
       大橋裕二、理学電機ジャーナル、３０巻、1-3（1999）
48) The Progress of Crystal Structure Analysis, The Rigaku Journal, 17(1), 1-4 (2000).
49) 結晶構造解析の未来ー時間分解構造解析によるその場観察ー
　　　 大橋裕二、日本結晶学会誌、42(3)、300-303 (2000）
50) Ｘ線迅速回折装置の開発
　　　 大橋裕二、Kuramae Journal、951、14-17　（2000）
51) 高性能結晶構造解析装置
　　　 大橋裕二、東工大テクノロジー、3　(2000)

谷森グループ　（国内３件、海外９件）

1) Development of Imaging MicroStrip Gas Chamber with 5 cm x 5 cm area based on Multi-Chip Module
Technology

    T.Tanimori, A. Ochi, S. Minami and T. Nagae; Nucl. Inst. & Met. Phys. Res. A381, 280-288 (1996)
 2) Development of imaging microstrip gas chambers and measurement of the polarization of X-rays

A.Ochi, S. Aoki, Y.Nishi, T. Tanimori; Nucl. Inst. & Met. Phys. Res. A392, 124-126 (1997)
 3) Development of MicroStrip Gas Chamber as a Time-Resolved Area Detector

T.Tanimori, S. Aoki, Y. Nishi, A. Ochi; J. Synchrot. Rad., 5 256-262, (1998).
 4) Development of ultra-fast data acquisition system for 2-dimensional microstrip gas chamber

A.Ochi, T. Tanimori, S. Aoki, Y. Nishi; J. Synchrot. Rad., 5 1119-1122, (1998).
 5) X-ray polarimetry with the MicroStrip Gas Chamber

Y._Nishi S. Aoki, A. Ochi, T. Tanimori, T. Takahashi, Y. Ueda, K. Okada
 J. Synchrot. Rad., 5, 857-859, (1998).
 6) Imaging Gaseous Detector based on Micro Processing Technology

Toru Tanitnori, Yuji Nishi, Atsuhiko Ochi, Yasuro Nishi; Nucl. Inst. & Met. Phys. Res A436 188-195 (1999)
 7) Novel X-ray Analyzing Methods using a Micro Strip Gas Chamber

Atsuhiko Ochi, Toru Tanimori, Yuji Nishi, Tsutomu Nagayoshi, Yasuro Nishi, Yuji Ohashi,Hidehiro Uekusa,
Hidenori Toyokawa, Katsuaki Inoue, Tetsuro Fujisawa; SPIE Vol.3774 76-86 (1999)

 8) Development of a hybrid MSGC with a conductive capillary plate
Yuji Nishi, Toru Tanimori, Atsuhiko Ochi, Yasuro Nishi, Hidenori Toyokawa; SPIE Vol.3774 87-96 (1999)

 9) Novel X-ray Analyzing Methods using a MicroStrip Gas Chamber
Atsuhiko Ochi, Toru Tanimori, Yuji Nishi, Tsutomu Nagayoshi, Yasuro Nishi, Yuji Ohashi, Hidehiro
Uekusa, Hidenori Toyokawa, Katsuaki Jnoue, Tetsuro Fujisawa; SPIE Vol.3774 76-86 (1999)

10) Micro Strip Gas Chamberが切り開く新たなX線画像解析法
     谷森達, 西勇二, 青木俊介,越智敦彦, 西泰朗
       日本放射光学会誌 Vol.11, No.2, 137-145, March 1998
11)微細加工技術を用いた放射線位置検出器の開発
     越智敦彦, 谷森達, 西勇二, 青木俊介, 西泰朗
       放射線 Vol.25, 3-14(1999)
12)ワイヤレスガス検出器による時分割X線画像解析
     谷森達, 越智敦彦, 西勇二
       日本物理学会誌 Vol.55, No.6, 420-426, (2000)

田中グループ　（国内０件、海外４件）

1) Electron density analysis of heavy crystals”,
K. Tanaka,

2000 Sino-Japan Seminar on Crystallography, pp.35-42 (2001).
2) Electron density study of KNiF3 by the vacuum-camera-imaging plate method

E. Zhurova, V. Zhurov & K. Tanaka
Acta Cryst.B55, 917-922 (1999)

3) Electron density of KNiF3 perovskite, multipole and orbital analysis of the vacuum-camera-imaging
plate and four-circle

Y. Ivanov, E. Zhurova, V. Zhurov, K. Tanaka & V. Tsirelson
Acta Cryst. B55,923-930 (1999)



4) Electron density of KNiF3 : Analysis of the atomic interaction
V. Tsirelson, Y. Ivanov, E. Zhurova, V. Zhurov & K. Tanaka

Acta Cryst. B56, 197-203 (2000).

海津グループ　（国内０件、海外２件）

1)　Distortion of the Unit Cell of Platinum(II) Complexes under Light Irradiation
T.Ikagawa, T. Okumura, T. Otsuka, and Y.Kaizu,

        Chem. Lett., 1997,829
2) Cell-expansion of Tris(2,4-pentanedionato)chromium and ﾐaluminum under Light Irradiation

T.Okumura, T.Ikagawa, T.Otsuka, and Y.Kaizu,
        Chem.Lett., 1998, 231.

鳥海グループ　(国内０件、海外４件）

1) Synthesis and Synchrotron Radiation Structure Analysis of Tetra-Dithio-propanato-Diplatinum(II) with
Infinite Linear Chain Structure

M. Mitsumi, T. Yoshinari, Y. Ozawa, and K. Toriumi,
    , Mol. Cryst. Liq. Cryst., 342 (2000) 127-132.
2) A Set-Up and a Performance Test of the Vacuum Type Low-Background X-ray Camera,

K. Toriumi, et al.,
SPring-8 User Experiment Report No.5, 60 (2000).

3) Improvement and Advancement of the Vacuum Type Low-Temperature IP Camera (2)
K. Toriumi, et al.,

SPring-8 User Experiment Report No.6, 21(2001).
4) Microcrystal Structure Analyses of Partially Oxidized One-Dimensional Dinuclear Metal Complexes,

M. Mitsumi, et al.,
SPring-8 User Experiment Report No.6, 22 (2001).

（２）口頭発表　（国際会議招待講演のみ）
　
大橋グループ　（１６件）

講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Time-resolved structure analysis of crystalline-state reaction by a new diffractometer designed
           for rapid data collection
　会議名　　XVII Congress and General Assenbly, International Union of Crystallography
　場所　　　Seattle, Washington, USA
　日時　　　August 8-17, 1996
講演者　    Yuji Ohashi
　タイトル　Complex Crystals Formed by Mixing the Component Organic Molecules in a Motor
　会議名　　The Fourth R.O.C.-Japan Joint Seminar on “Crystallography”
　場所　　　Hsinchu, Taiwan
　日時　　　November 11-12, 1996
講演者　　　Yuji Ohashi and Daisuke Hashizume
　タイトル　Photoisomerization of Cobaloxime Complexes in Isostructural Host-Guest Complexes
　会議名　　13th International Conference of the Chemistry of the Organic Solid State
　場所　　　Stony Brrok, NewYork, USA
　日時　　　July 13-18, 1997
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Photoisomerization of Cobaloxime Complexes in Isostructural Host-Guest Complexes
　会議名　　1997 ACA Annual Meeting
　場所　　　St Louis, Missouri, USA
　日時　　　July 19-25, 1997
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Photoisomerization of Cobaloxime Complexes in Isostructural Host-Guest Complexes
　会議名　　1997 ACA Annual Meeting
　場所　　　St Louis, Missouri, USA
　日時　　　July 19-25, 1997
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Recent Development of X-Ray Diffractometer for Rapid Data Collection
　会議名　　Gordon Research Conference
　場所　　　Fukuoka, Japan
　日時　　　September19-25, 1997



講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Mechanism of Asymmetric Induction in Chiral Crystal Enviroment by X-ray Analysis
　会議名　　9th International Symposium on Chiral Discrimination
　場所　　　Nagoya, Japan
　日時　　　October 27-30, 1997
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Complex Crystals Formed by Mixing Surfactants and Aromatic Compounds in a Mortor
　会議名　　The sixteenth International Conference on Catalysis  The Taniguchi Foundation
　場所　　　Sanda, Hyogo, Japan
　日時　　　November 4-7, 1997
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Real Time in situ Observation of Chemical Reactions
　会議名　　3rd Conference of the Asian Crystallographic Association
　場所　　　Bangi, Malaysia
　日時　　　October 13-15, 1998
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Time-resolved Measurement of Crystalline-state Reactions
　会議名　　The Fourth R.O.C.-Japan Joint Seminar on “Crystallography”
　場所　　　Osaka, Japan
　日時　　　November 4-5, 1998
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Real-Time in Situ Observation of Chemical Reactions
　会議名　　Workshop on Solid State Organic Chemistry
　場所　　　lake Arrowhead, California, Japan
　日時　　　December 6-10, 1998
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Direct Observation of Steric Hindrance in the process of Photoisomerization of Cobaloxime

Complexes
　会議名　　14th International Conference on the Chemistry of the Organic Solid state
　場所　　　Cambridge, UK
　日時　　　July 25-30, 1999
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Photoinduced Metastable Structures in Several Organic Crystals
　会議名　　XVIIIth IUCr Congress and Assembly
　場所　　　Glasgow, UK
　日時　　　August 4-13, 1999
講演者　　　J. Harada and Y. Ohashi
　タイトル　X-Ray Diffraction Analysis of Structural Changes in the Photochromism of

Salicylideneaniline Crystals, Solid-state reaction Induced by Two-Photon Excitation
　会議名　　The 3rd International Symposium on Organic Photochromism
　場所　　　Fukuoka, Japan
　日時　　　November 14-18, 1999
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Time-resolved Studies in Crystals
　会議名　　XVIII IUPAC Symposium on Photochemistry
　場所　　　Dresden, Germany
　日時　　　July 22-27, 2000
講演者　　　Yuji Ohashi
　タイトル　Real-time in situ observation of chemical reactions
　会議名　　2000 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies
　場所　　　Honolulu, Hawaii, USA
　日時　　　December 14-19, 2000

谷森グループ　（８件）

講演者 Toru Tanimori
  タイトル Development of Microstrip Gas Chamber as a Time-resolved Area Detector
  会議名 The 6th International Conference on Synchrotron Radiation Instrumentation,
　場所 Himeji, JAPAN,
　日時 August 4-8, 1997
講演者 Toru TANIMORI
  タイトル Imaging Gaseous Detector based on Micro Processing Technology
  会議名 International Symposium on Solid State Detectors for the 21st Century
　場所 Nara, JAPAN,
　日時 December, 1998



講演者 Atsuhiko Ochi
  タイトル Development of MicroStrip Gas Chamber for novel X-ray imaging research
  会議名 International Workshop on High Flux X-ray Detectors
　場所 SPring-8, JAPAN,
　日時 October, 1998.
講演者 Atsuhiko Ochi
  タイトル A rapid way of the X-ray detection for structure analysis :in 2 second.
  会議名 International Workshop on High-precision, High-resolution Analysis Methods of Electrons States

of Solid
　場所 Tsukuba, JAPAN
　日時 March 22 - 25, 2000.
講演者 Atsuhiko Ochi
  タイトル Novel X-ray Analyzing Methods using a MicroStrip Gas Chamber
  会議名 SPIE Conference on Detectors for Crystallography and Diffraction Studies at Synchrotron Sources
　場所 Denver, Colorado
　日時 July, 1999.
講演者 Yuji Nishi
  タイトル Development of hybrid MSGC with a conductive capillary plate
  会議名 SPIE Conference on Detectors for Crystallography and Diffraction Studies at Synchrotron Sources
　場所 Denver, Colorado
　日時 July, 1999.
講演者 Atsuhiko Ochi
  タイトル A rapid way of the X-ray detection for structure analysis :in 2 second.
  会議名 International Workshop on High-precision, High-resolution Analysis Methods of Electrons States

of Solid
　場所 Tsukuba, JAPAN
　日時 March, 200.
講演者 Toru TANIMORI
  タイトル Imaging Application of Gaseous Detector based on Micro-Processing Technology
  会議名 4th International Symposium on Development and Application of Semiconductor Tracking

Detectors
　場所 Hiroshima, JAPAN
　日時 March 22 - 25, 2000.

田中グループ　（７件）

講演者 K. Tanaka
　タイトル Electron density analysis of heavy crystals
  会議名 中日結晶学研究会
　場所 台北、中華民国
　日時 2000年 12月 8日-9日
講演者 K. Tanaka, T. Shindou, S. Takagi & V. Zhurov,
　タイトル Electron Density Studies by VCIP method at laboratory and Spring-8”,
  会議名 International workshop on high precision, high resolution analysis methods of

electron states of solids, NIRIM,
　場所 Tsukuba,
　日時 2000年 4月
講演者 K. Tanaka, E. Zhurov & V. Zhurov
　タイトル Development of Vacuum Camera Imaging Plate Method and its Application to the Electron

Density Study of KNiF3 Crystal”,
  会議名 SRRC fourth Users’ Meeting & Workshop on X-ray and Nheutron Scattering,
　場所 Hsinchu, Taiwan,
　日時 1998年 11月（招待講演）
講演者 K. Tanaka
　タイトル Electron density in rare-earth complex
  会議名 日中科学技術交流セミナー「結晶学」、
　場所 大阪、
　日時 1998年 11月（招待講演）
講演者 K. Tanaka
　タイトル 4f-electron density analysis in rare-earth crystals taking into account spin-orbit interaction
  会議名 3rd Conference of Asian Crystallographic Association,
　場所 Bangi, Malaysia,
　日時 1998年 10月（招待講演）
講演者 V. Zhurov, E. Zhurova & K. Tanaka
　タイトル Development of vacuum camera Image plate method.  Example:electron density investigation of



KNiF3 crystal”,
  会議名 3rd Conference of Asian Crystallographic Association,
　場所 Bangi, Malaysia,
　日時 1998年 10月
講演者 K.Tanaka
　タイトル 4f-electron density analysis with a spin-orbit interaction model
  会議名 National Conference on Crystal Chemistry,
　場所 Chernogorovka, Russia,
　日時 1998年 5月

（３）特許出願　(国内１０件、海外４件）

１）イメージングマイクロストリップガスチェンバー
　　　　　　発明者　谷森　達、越智敦彦
２）マイクロストリップガスチェンバー高速データ収集システム
　　　　　　発明者　谷森　達、越智敦彦
３）導電型キャピラリプレートによるガス放射線検出器
           発明者　谷森　達、越智敦彦、西　勇二
４）補助アノード配線を用いた耐放電破壊型マイクロストリップガスチャンバー
           発明者　谷森　達、越智敦彦、西　勇二
５）イメージングプレートＸ線回折装置
　　　　　　発明者　大橋裕二、佐々木勝成、横沢裕
６）Ｘ線回折装置
　　　　　　発明者　大橋裕二、片山忠二、桶谷三雄
７）MSGC による反跳電子の軌跡映像からのγ線入射方向決定方法及びその装置
　　　　　　発明者　谷森　達、越智敦彦、西　勇二
８）ピクセル型電極によるガス増幅を用いた粒子線画像検出器
　　　　　　発明者　谷森　達、越智敦彦
９）真空カメラ
　　　　　　発明者　田中清明、吉村和高、稲荷裕
10）Ｘ線回折装置
　　　　　　発明者　大橋裕二、片山忠二

受賞等

（４ー１）受賞

１）平成１０年度手島記念博士論文賞
　　　　　　越智敦彦
２）平成１１年度手嶋記念研究賞（発明賞）
　　　　「マイクロストリップガスチャンバーの開発」
　　　　　　谷森　達、越智敦彦
３）平成１２年度手嶋記念研究賞（発明賞）
　　　　「イメージングプレートＸ線解析装置の開発」
　　　　　　大橋裕二、佐々木勝成、横沢裕
４）モレキュラーキラリティー賞
　　　　「結晶の不斉の研究」
　　　　　　大橋裕二



（４�２）新聞報道









その他の特記事項

（１）委託事業の展開

平成１２年度

「マイクロストリップガスチャンバーを用いたＸ線解析装置」み関する新技術開発受託研究

科学技術振興事業団
理学電機株式会社
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